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今
！
話
題
の
お
城
～
竹
田
城
跡
～ 

 
 

 
 

 
 

 

一
面
右
上 

済
州
島
で
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ 

『
済
州
オ
ル
レ
』 

 
 

一
面
左
上 

添
乗
員
日
記 

第
三
十
二
話
「
北
海
道
初
添
乗
！
」 

一
面 

下 

航
空
の
疑
問
～
コ
ー
ド
シ
ェ
ア
便
編
～ 

 
 

 
 

 

二
面
右
上 

九
州
国
立
博
物
館
に
故
宮
博
物
院
上
陸
！
！ 

 
 

 

二
面 

中 

九
州
観
光
ガ
イ
ド
～
壱
岐
編
～ 

 
 

 
 

 
 

 
 

二
面
左
上 

 韓国最南端に位置する島『済州島』。温暖な気候と豊富な観光資源から、中国の海南島と並び

「東洋のハワイ」とも呼ばれています。120 万年前の溶岩噴出によってできた火山島。美しい自

然環境とカジノ、世界遺産、ゴルフ場、極上のホテルなど観光 

施設があり、国内外から観光客が多数訪れるリゾートアイラン 

ドです。そんな見どころや楽しみどころいっぱいの済州島に、 

新たな観光の楽しみ方として登場したのが「済州オルレ」です。 

『オルレ』とは「大通りから民家に至る小さな路地」を表す済 

州の方言で、小さな空間から広い世界へつながる道を意味します。「済州オルレ」は、 

森や山・里・海岸などの小道を歩くウォーキングコースのことです。一つのコースが 10～20km

程度の距離をもち、2007 年 9 月に最初のコースがオープンして以来、現在までに 26 コース

が島を一周するように整備されています。オルレコースには、道端や石垣、岩、路上に青やオレ

ンジ色のリボンがくくられていたり、小さな看板が、それに従って進みます。 

さらに 2010 年に始まった •「済州オルレ ウォーキングフェスティバル」が今年で 5 回目を迎

え、11 月 6 〜日（木） 11 月 8 日（土）の 3 日間、済州オルレ 17 コース、18 コース、19 コ

ースで開催されます。今回のフェスティバルは、「一緒にしよう、この道で！」をテーマに、道

の上で繰り広げられる文化芸術公演を一緒に楽しみながら行われます。 

 

11 月 6 日（木）：17 コース : 光令小学校～東門ロータリー山地川マダン（19.2km） 

11 月 7 日（金）：18 コース : 東門ロータリー山地川マダン～マンセドンサン（18.2km） 

11 月 8 日（土）：19 コース : マンセドンサン～金寧西浦口（18.6km） 

テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
で
話
題
と
な
っ

た
、
兵
庫
県
に
あ
る
『
竹
田
城

跡
』
。
虎
が
臥
せ
て
い
る
よ
う
に

見
え
る
こ
と
か
ら
、
別
名 

虎
臥
城
（
と
ら
ふ 

す
じ
ょ
う
、
こ
が 

じ
ょ
う
）
と
呼
ば 

れ
て
お
り
、
国
の 

史
跡
に
指
定
さ
れ 

て
い
ま
す
。 

秋
か
ら
冬
に
か
け
て
の
よ
く

晴
れ
た
早
朝
に
朝
霧
が
発
生
す

る
こ
と
が
あ
り
、
但
馬
地
方
の

風
物
詩
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
城
下
か
ら
遥
か
高
く
見
上

げ
る
山
の
頂
に
位
置
し
、
し
ば

し
ば
円
山
川
の
川
霧
に
よ
り
霞

む
こ
と
か
ら
、「
天
空
の
城
」
や

「
日
本
の
マ
チ
ュ
ピ
チ
ュ
」
と

も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
雲
海
に

浮
か
び
上
が
る
古
城
の
累
々
た 

 
 

る
石
垣
群
の

威
容
は
、
名

物
と
も
な
っ

て
い
ま
す
。 

今
回
は
、
知
床
・
阿
寒
湖
・
層
雲
峡

の
「
道
東
」
方
面
の
添
乗
に
行
き
ま
し

た
。
「
果
て
～
し
な
い
～
大
空
と
～
広

い
大
地
の
そ
の
中
で
～
♪
」
と
歌
詞
通

り
の
大
自
然
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
下
さ

い
。
私
も
、
添
乗
前
か
ら
ワ
ク
ワ
ク
し

て
ま
し
た
が
、
何
と
、
台
風
が
接
近
！

出
発
日
に
福
岡
上
陸
、
帰
り
の
日
に
北

海
道
（
新
千
歳
空
港
）
上
陸
。
さ
ら
に
、

北
海
道
旅
行
中
の
天
気
は
全
て
雨
予

報
。
お
客
様
と
協
議
し
て
、
出
発
す
る

事
に
な
り
ま
し
た
が
、
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー

が
ド
シ
ン
と
き
ま
し
た
。 

不
安
を
抱
え
な
が
ら
も
、
出
発
日
の

福
岡
は
無
事
出
発
！
女
満
別
空
港
到

着
前
に
は
、
「
今
日
は
晴
れ
」
の
機
内

ア
ナ
ウ
ン
ス
を
聞
き
、
一
安
心
。
結
局
、

１
日
目
は
雨
も
な
く
知
床
の
大
自
然

に
触
れ
る
事
が
出
来
、
お
客
様
も
満
足

気
で
し
た
。 

２
日
目
は
、
予
報
通
り
の
雨
。
摩
周

湖
は
期
待
を
裏
切
る
こ
と
な
く
「
霧
」

の
摩
周
湖
で
、
お
客
様
も
皮
肉
を
込
め

て
「
霧
の
摩
周
湖
が
見
れ
た
ば
い
！
」

と
言
っ
て
い
ま
し
た
。（
笑
） 

夜
に
は
激
し
い
雨
。
し
か
し
、
折
角
、

阿
寒
湖
温
泉
に
宿
泊
し
た
か
ら
に
は
、

「
ア
イ
ヌ
コ
タ
ン
」
と
い
う
ア
イ
ヌ
古

式
舞
踊
を
見
て
頂
き
た
い
と
思
い
、
ご

案
内
を
し
ま
し
た
。
何
十
人
か
集
ま

り
、
人
数
分
の
傘
を
ご
用
意
。
終
了
後

は
、
出
演
者
の
方
達
と
一
緒
に
記
念
写

真
を
撮
り
ま
し
た
。
お
客
様
の
顔
か

ら
、
笑
顔
が
こ
ぼ
れ
て
い
て
、
私
も
ホ

ッ
と
し
ま
し
た
。
良
い
気
分
の
ま
ま
、

天
気
予
報
を
見
た
ら
、
「
ア
シ
タ
モ
ア

メ
ニ
ナ
ル
デ
シ
ョ
ウ
」 

３
日
目
の
朝
、
起
き
て
直
ぐ
に
カ
ー

テ
ン
を
開
け
ま
し
た
。
す
る
と
何
と
！

雲
一
つ
な
い
「
快
晴
！
」
乗
務
員
に
聞

く
と
、
「
目
と
鼻
の
先
で
は
大
雨
で
、

こ
の
快
晴
は
奇
跡
」
と
驚
い
て
ま
し

た
。 

お
客
様
の
テ
ン
シ
ョ
ン
も
高
く
、
絶

景
の
阿
寒
湖
を
観
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。 

結
局
、
４
日
間
の
内
、
雨
が
降
っ
た

の
は
２
日
目
の
み
。
台
風
も
北
海
道
に

上
陸
せ
ず
、
何
事
も
無
い
ま
ま
、
北
海

道
旅
行
を
終
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。 

ハ
プ
ニ
ン
グ
が
起
こ
ら
な
い
の
が
一

番
で
す
が
、
い
ざ
と
い
う
時
に
、
お
客

様
に
不
安
を
感
じ
さ
せ
る
こ
と
な
く

対
処
す
る
。
こ
れ
が
、
「
添
乗
員
の
必

要
性
の
一
つ
だ
な
。
」
と
こ
の
添
乗
で

強
く
感
じ
ま
し
た
。 

 
 

 
 
 
 

 
 

（
吉
村 

浩
孝
）

◎雲海とは・・・？？ 

「雲海」は、円山川から発生する霧

によって生ずるもので、昼間に暖めら

れた空気が夜になると冷やされ、川の

水温よりも低くなると、川の水から蒸

発霧が発生します。その霧が山の間の

低い部分にたまり、標高の高い部分か

ら見ると雲海として見えます。 

この霧の発生具合は、特に昼間と夜

間との温度差が激しいほど（目安とし

て 10℃以上）出やすくなります。 

★雲海が発生しやすい条件★ 

①湿度が高く十分な放射冷却があること

②よく晴れていること 

③朝方と日中の気温の差が大きいこと 

④風が弱いこと 

雲
海
を
見
る
こ
と
が
で

き
る
時
期
は
、
９
月
下
旬
～

１
２
月
上
旬
で
、
２
月
末
ま

で
見
れ
ま
す
が
、
晩
秋
頃
が

多
く
見
ら
れ
ま
す
。 

ま
た
、
平
成
２
４
年
に
竹

田
城
跡
が
「
恋
人
の
聖
地
」

と
し
て
認
定
を
受
け
、
恋
人

の
聖
地
に
あ
や
か
ろ
う
と
、

若
い
カ
ッ
プ
ル
た
ち
も
多

く
訪
れ
て
い
ま
す
。 

  

◎
雲
海
が
綺
麗
に
見
え
る

ス
ポ
ッ
ト 

 

・
竹
田
城
跡
一
帯 

円
山
川
か
ら
立
ち
上
る
霧

に
よ
っ
て
発
生
し
、
城
跡
の

眼
下
に
一
面
の
雲
の
海
が

広
が
り
ま
す
。 

 

・
立
雲
峡
（
り
つ
う
ん
き
ょ
う
）

朝
来
山
中
腹
に
あ
る
山
桜

の
名
所
と
し
て
有
名
。 

 

・
藤
和
峠
（
ふ
じ
わ
と
う
げ
） 

立
雲
峡
と
正
反
対
に
あ
る

撮
影
ポ
イ
ン
ト
。 

  

●所在地 

兵庫県朝来市和田山町竹田 

●観覧料 

大人（高校生以上）300 円 

中学生以下    無料 今
回
は
関
西
周
辺
で
２

０
店
舗
展
開
す
る
、
人
気
店

「
お
好
み
焼
き
・
鉄
板
焼
き

き
ん
太
」
を
ご
紹
介
し
ま

す
。 

 

こ
だ
わ
り
を
持
っ
て
素

材
を
厳
選
し
、
キ
ャ
ベ
ツ
や

小
麦
粉
、
ソ
ー
ス
ま
で
メ
ニ

ュ
ー
に
合
わ
せ
た
素
材
を

頑
固
に
選
別
し
て
い
ま
す
。

 

キ
ャ
ベ
ツ
は
時
期
に
よ

り
硬
さ
や
甘
さ
が
違
う
為
、

季
節
に
よ
っ
て
仕
入
れ
る

地
域
を
変
え
、
食
感
が
変
わ

ら
な
い
よ
う
に
気
を
配
っ

て
い
る
そ
う
で
す
。 

 

人
気
メ
ニ
ュ
ー
は
『
肉
入

れ
す
ぎ
豚
玉
』
。
僕
も
食
べ

ま
し
た
が
、
思
わ
ず
「
美
味

い
！
」
と
叫
ん
で
し
ま
い
ま

し
た
。
お
出
か
け
の
際
は
寄

っ
て
み
て
下
さ
い
。 

http://ja.wikipedia.org/wiki/%25E5%258F%25B2%25E8%25B7%25A1
http://ja.wikipedia.org/wiki/%25E5%2586%2586%25E5%25B1%25B1%25E5%25B7%259D
http://ja.wikipedia.org/wiki/%25E9%259C%25A7
http://ja.wikipedia.org/wiki/%25E3%2583%259E%25E3%2583%2581%25E3%2583%25A5%25E3%2583%2594%25E3%2583%2581%25E3%2583%25A5
http://ja.wikipedia.org/wiki/%25E9%259B%25B2%25E6%25B5%25B7
http://ja.wikipedia.org/wiki/%25E5%258F%25A4%25E5%259F%258E
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営業時間 9:30～18:00(平 日) 

      9:30～14:00(土曜日) 

第
１
１
回
目
は
、
直
方
地
区
に
あ
る
【
中
村
漢
方

薬
局
】
さ
ん
、
田
川
地
区
に
あ
る
【
田
川
市
石
炭
・

歴
史
博
物
館
】
さ
ん
で
す
。 

  

【
中
村
漢
方
薬
局
】
さ
ん
は
、
『
自
然
の
力
で
キ

レ
イ
に
元
気
に
な
り
ま
し
ょ
う
！
』
を
モ
ッ
ト
ー
に

主
に
女
性
の
方
を
対
象
と
し
た
体
調
・
体
質
に
合
う

漢
方
を
ご
提
案
・
販
売
し
て
お
り
ま
す
。 

ま
ず
は
お
一
人
で
悩
ま
ず
、
「
中
村
漢
方
薬
局
」

に
ご
相
談
下
さ
い
！ 

   

【
田
川
市
石
炭
・
歴
史
博
物
館
】
さ
ん
は
、
炭
鉱

労
働
の
歴
史
を
伝
え
る
貴
重
な
博
物
館
で
す
。
日
本

で
初
め
て
世
界
記
憶
遺
産
に
指
定
さ
れ
た
炭
坑
絵

師
、
山
本
作
兵
衛
氏
の
記
録
画
を
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
記
録
画
以
外
に
も
炭
坑
・
石
炭
に
関
す
る
展

示
が
充
実
し
て
、
大
変
見
応
え
が
あ
り
ま
す
。 

お
近
く
に
お
立
ち
寄
り
の
際
は
、
是
非
行
か
れ
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。 

 

  

各
店
舗
の
営
業
時
間
・
所
在
地
な
ど
は
、 

旅
ラ
ン
ド
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
ご
確
認 

下
さ
い
！ 

 

初
の
海
外
旅
行
！
！ 

 

～
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ
②
～ 

 
 

タ
イ
の
次
は
シ
ン
ガ 

ポ
ー
ル
へ
行
き
ま
し
た
。 

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
は
、
夕
方
ご
ろ

に
着
き
ま
し
た
の
で
、
夜
は
オ
ー
チ

ャ
ー
ド
通
り
な
ど
を
散
策
。
１
２
月

で
し
た
の
で
、
街
は
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ

ョ
ン
で
綺
麗
で
し
た
！
！
高
級
ホ

テ
ル
で
有
名
な
ラ
ッ
フ
ル
ズ
ホ
テ

ル
を
外
か
ら
で
し
た
が
見
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
（
い
つ
か
泊
ま
っ

て
み
た
い
な
…
★
） 

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
と
い
え
ば
、
マ
ー

ラ
イ
オ
ン
。
夜
の
マ
ー
ラ
イ
ン
を
友

達
と
写
真
を
撮
っ
て
い
た
ら
、
水
が

途
中
で
止
ま
っ
て
し
ま
っ
た
の
で

す
。
皆
び
っ
く
り
！
！
（
な
ぜ
止
ま

っ
た
の
か
は
わ
か
ら
ず
…
笑
） 

次
の
日
は
チ
ャ
イ
ナ
タ
ウ
ン
で

お
買
い
も
の
。
夜
は
ナ
イ
ト
サ
フ
ァ

リ
。
普
段
見
る
こ
と
が
な
い
自
然
に

近
い
動
物
を
間
近
で
見
る
こ
と
が

で
き
、
大
興
奮
！
！ 

そ
し
て
最
後
の
国
、
香
港
へ
。
香

港
で
は
ビ
ク
ト
リ
ア
ピ
ー
ク
、
女
人

街
、
花
園
街
な
ど
こ
こ
で
も
ま
た
ま

た
お
買
い
物
。
夜
は
２
階
建
て
オ
ー

プ
ン
ト
ッ
プ
バ
ス
で
夜
景
観
賞
。
香

港
の
夜
景
は
本
当
に
綺
麗
！
も
ち

ろ
ん
２
階
に
乗
っ
て
い
ま
し
た
が
、

突
き
出
て
い
る
看
板
に
当
た
り
そ

う
で
ビ
ク
ビ
ク
し
て
面
白
か
っ
た

で
す
。 

８
日
間
で
３
か
国
へ
行
き
、
長
旅

で
し
た
が
あ
っ
と
い
う
間
で
、
様
々

な
経
験
を
す
る
こ
と
が
出
来
、
い
い

思
い
出
に
な
り
ま
し
た
。 

 
 

こ
の
研
修
旅
行
後
、
海
外
旅
行
に

ま
だ
行
け
て
い
な
い
の
で
、
こ
れ
か

ら
た
く
さ
ん
行
こ
っ
と
！
！ 

（
あ
っ
、
パ
ス
ポ
ー
ト
の
有
効
期
限

大
丈
夫
か
な
・
・
・
？
？
） 

「
コ
ー
ド
シ
ェ
ア
便
」
は
別
名
「
共
同
運
航
便
」

と
も
言
わ
れ
、２
社
以
上
の
航
空
会
社
が
一
つ
の
飛

行
機
を
共
同
し
て
運
航
し
て
い
る
便
で
す
。 

 

し
か
し
、
複
数
の
航
空
会
社
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
や
客

室
乗
務
員
が
一
緒
に
飛
行
機
に
乗
り
、
運
航
や
乗
客

へ
の
サ
ー
ビ
ス
を
し
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。 例

え
ば
現
在
、ス
タ
ー
フ
ラ
イ
ヤ
ー
と
全
日
空
が

北
九
州
空
港
か
ら
羽
田
空
港
を
ス
タ
ー
フ
ラ
イ
ヤ

ー
の
機
材
で
運
航
を
し
て
い
ま
す
。
パ
イ
ロ
ッ
ト
、

客
室
乗
務
員
、
運
航
管
理
や
乗
客
の
受
付
、
管
理
な

ど
の
業
務
は
全
て
ス
タ
ー
フ
ラ
イ
ヤ
ー
が
行
っ
て

い
ま
す
。 

全
日
空
は
運
航
に
関
す
る
業
務
は
特
に
何
も
し

て
お
ら
ず
、
ス
タ
ー
フ
ラ
イ
ヤ
ー
か
ら
便
の
座
席
の

一
部
を
譲
り
受
け
、そ
の
座
席
を「
自
社
便
の
座
席
」

と
し
て
お
客
様
に
販
売
し
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、空
港
カ
ウ
ン
タ
ー
で
の
手
続
き
は
ス
タ
ー

フ
ラ
イ
ヤ
ー
の
カ
ウ
ン
タ
ー
で
行
い
ま
す
。全
日
空

で
航
空
券
を
購
入
し
た
場
合
、
全
日
空
の
カ
ウ
ン
タ

ー
に
行
く
と
手
続
き
が
で
き
ず
、
時
間
が
無
駄
に
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
を
・
・
・
。 

  

世界を代表する博物館の一つ、台湾の台北・故宮博物院の展覧会

が１０月から九州国立博物館で開かれます。故宮博物院の展覧会は

これまでアメリカ、フランス、オーストリア、ドイツでしか開かれ

たことがなく、アジアでの開催は初めて。 

故宮博物院は中国歴代王朝のコレクションを中心とする約６９

万件の文物を所蔵しています。特に人気が高く、門外不出と言われ

た「翠玉白菜（すいぎょくはくさい）」は東京で展示され、「肉形石

（にくがたいし）」は九州国立博物館で、２週間限定で展示されま

す。 

さらに宋、元時代の貴重な絵画や、青磁の最高峰とされる汝窯（じ

ょよう・北宋時代）の器などが公開されます。 

 

◎期 間：2014 年 10 月７日（火）～11 月 30 日（日） 

◎休館日：10/27（月）・11/4（火）・11/10（月）・11/17（月）

 

 

旅
行
に
関
す
る
熱
い
思
い
！
・
感
動
！
・
ハ
プ
ニ
ン
グ
！
・

笑
い
！
な
ど
を
川
柳
に
し
ま
せ
ん
か
？ 

ど
し
ど
し
御
応
募
下

さ
い
！ 

短
歌
も
大
歓
迎
で
す
！ 

 

◆
浮
羽
来
て 

 

棚
田
に
見
ゆ
る 

 

彼
岸
花 

◆
仲
秋
の 

 
 

名
月
土
産 

 
 

 

小
豆
島 

◆
コ
ス
モ
ス
に 

時
取
ら
れ
見
る 

 

生
駒
原 

 

 
最
近
、
よ
く
「
コ
―
ド
シ
ェ
ア

便
」
っ
て
聞
く
け
ど
一
体
ど
う

い
う
便
な
の
？ 

博多港からフェリーで 2 時間２０分、高速

船で 1 時間 5 分で行く事が出来る長崎の 

島「壱岐」。エメラルドの海、歴史、豊 

かな食材･･･。島の魅力が満載！！ 

        ★猿岩 

黒崎半島のさらに先端にある 

高さ４５ｍの海蝕崖の玄武岩。 

そっぽを向いた猿にそっくり

で、気紛れな自然の造形に驚き

ますよ！ 

       ★辰の島 

日本の快水浴場百選に選ばれている海水浴

場。弓状の浜辺は遠浅の白い砂 

浜で美しく、観光客に人気が高 

い。海浜植物群落や蛇ケ谷など 

見所も多い。 

       ★小島神社 

太陽と月の引力によって生じる干満によっ

て、干潮時は海が割れて参道 

が現れ、満潮時は島に変わる。 

パワースポットとしても、最 

近注目の場所！ 

★食べ物 

◎うに丼   ◎壱岐牛   ◎壱岐焼酎 

 


